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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の積極的な経済政策などにより緩やかな回復基調に

あるものの、中国をはじめとしたアジア新興国経済の低迷やＥＵ諸国の混乱などにより、依然として先行きは

不透明な状況となっております。 

消費者金融業界におきましては、大手各社の積極的な広告展開などにより新規成約件数は引き続き好調に

推移しており、同様に営業貸付金残高においても着実に回復しております。 

一方、業界最大の事業リスクである利息返還請求については、ピーク時からは着実に減少しているもの

の、未だ不透明感が続いております。 

このような環境のもと、当社グループにおきましては、最大の経営課題である利息返還請求へ対応しつ

つ、新規成約件数及び営業貸付金残高の増加に努めるなど、グループ全体で収益基盤の強化に向け積極的に取

り組んでおります。 

  今後におきましても、利息返還請求へ対応しつつ、より一層の新規成約件数及び営業貸付金残高の増加や債

権ポートフォリオの良質化に努め、トップラインの増加を目指すとともに、引き続きグループ全体での事業効

率の向上を図ってまいります。 

 

（業績の概況） 

当第１四半期連結累計期間における当社グループの営業収益は 22,210 百万円（前年同期比 2.3％増）とな

りました。その主な内訳といたしましては、営業貸付金利息が 11,536 百万円（前年同期比 7.8％増）、包括信

用購入あっせん収益が 3,732 百万円（前年同期比 6.3％増）、信用保証収益が 3,121 百万円（前年同期比 1.5％

減）、買取債権回収高が 287 百万円（前年同期比 43.1％減）、償却債権回収額が 1,419 百万円（前年同期比

14.9％減）となっております。 

営業費用につきましては、20,617 百万円（前年同期比 12.0％増）となりました。その主な要因といたしま

しては、貸倒引当金繰入額が 5,168 百万円（前年同期比 59.8％増）となったことなどによるものであります。 

 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの営業利益は 1,593 百万円（前年同期比

51.9％減）、経常利益は 1,487 百万円（前年同期比 56.0％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は 1,589

百万円（前年同期比 53.4％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 （資産、負債、純資産及びキャッシュ・フローの状況に関する分析） 

  当第１四半期連結会計期間末における資産は、前期末に比べ 15,459 百万円増加の 582,973 百万円（前期末

比 2.7％増）となりました。増加の主な要因は、無担保ローンの増加により営業貸付金が 7,192 百万円増加し

たことなどによるものであります。 

  負債につきましては、前期末に比べ 13,992 百万円増加の 477,256 百万円（前期末比 3.0％増）となりまし

た。増加の主な要因は、利息返還損失引当金が 7,667 百万円減少したものの、借入金が 22,311 百万円増加し

たことなどによるものであります。 

  純資産につきましては、前期末に比べ 1,466 百万円増加の 105,716 百万円（前期末比 1.4％増）となりまし

た。増加の主な要因は、親会社株主に帰属する四半期純利益を計上したことによるものであります。 
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」といいます。）は、前期末に比

べ 3,238 百万円増加の 43,144 百万円（前期末比 8.1％増）となりました。当第１四半期連結累計期間におけ

る、各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果使用した資金は 16,034 百万円（前年同期比 111.8％増）となりました。これは主に、営業

貸付金の増加による資金の減少、利息返還損失引当金の減少による資金の減少などによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は 2,971 百万円（前年同期比 220.2％増）となりました。これは主に、有形及

び無形固定資産、投資有価証券の取得による支出などによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果得られた資金は 22,304 百万円（前年同期は 7,841 百万円の使用）となりました。これは主

に、借入れによる収入などによるものであります。 

   

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

当社グループを取り巻く経営環境は、大手各社の積極的な広告展開などにより新規成約件数は引き続き好

調に推移しており、同様に営業貸付金残高においても着実に回復しております。 

一方、業界最大の事業リスクである利息返還請求については、ピーク時からは着実に減少しているもの

の、未だ不透明感が続いております。 

このような環境のもと、当社グループにおきましては、利息返還請求へ対応しつつ、より一層の新規成約

件数及び営業貸付金残高の増加や債権ポートフォリオの良質化に努め、トップラインの増加を目指すととも

に、引き続きグループ全体での事業効率の向上を図ってまいります。 

 

平成 29 年３月期の当社グループの業績予想は、平成 28 年５月 12 日に公表しました予想から変更はござ

いません。なお、現状の当社を取り巻く事業環境は、様々なリスクが存在し、とりわけ利息返還請求の動向

が未だ不透明であることから、最終の業績は予想値と異なる可能性があります。 

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

 

（２）追加情報 

   「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年３月 28 日）

を当第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表等

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 39,910 43,228

営業貸付金 315,546 322,739

割賦売掛金 89,202 87,965

営業投資有価証券 546 526

支払承諾見返 111,634 111,858

その他営業債権 5,767 5,765

買取債権 2,854 2,914

その他 13,752 16,714

投資損失引当金 △5 △5

貸倒引当金 △43,188 △42,309

流動資産合計 536,021 549,398

固定資産

有形固定資産 17,690 17,672

無形固定資産 3,161 3,149

投資その他の資産 10,641 12,753

固定資産合計 31,493 33,574

資産合計 567,514 582,973

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,209 11,547

支払承諾 111,634 111,858

短期借入金 67,990 67,310

1年内償還予定の社債 ― 2,600

1年内返済予定の長期借入金 22,318 25,581

未払法人税等 119 176

引当金 4,294 3,880

その他 18,585 18,692

流動負債合計 237,151 241,646

固定負債

社債 31,400 28,800

長期借入金 127,351 147,080

利息返還損失引当金 63,438 55,771

その他 3,921 3,957

固定負債合計 226,112 235,610

負債合計 463,263 477,256

決算短信（宝印刷） 2016年08月04日 16時16分 1ページ（Tess 1.50(64) 20160126_01）

アイフル㈱（8515）平成29年３月期第１四半期決算短信

4



(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 143,415 143,434

資本剰余金 13,914 13,933

利益剰余金 △50,609 △49,020

自己株式 △3,110 △3,110

株主資本合計 103,609 105,236

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △195 △368

その他の包括利益累計額合計 △195 △368

新株予約権 836 848

純資産合計 104,250 105,716

負債純資産合計 567,514 582,973
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

営業収益

営業貸付金利息 10,705 11,536

包括信用購入あっせん収益 3,512 3,732

個別信用購入あっせん収益 31 27

信用保証収益 3,167 3,121

その他の金融収益 0 0

その他の営業収益 4,299 3,791

営業収益合計 21,716 22,210

営業費用

金融費用 1,791 1,891

売上原価 355 213

その他の営業費用 16,258 18,512

営業費用合計 18,405 20,617

営業利益 3,311 1,593

営業外収益

為替差益 32 ―

不動産賃貸料 12 10

その他 33 39

営業外収益合計 79 50

営業外費用

為替差損 ― 149

その他 8 6

営業外費用合計 8 155

経常利益 3,382 1,487

税金等調整前四半期純利益 3,382 1,487

法人税、住民税及び事業税 55 49

法人税等調整額 △86 △150

法人税等合計 △31 △101

四半期純利益 3,413 1,589

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,413 1,589
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四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 3,413 1,589

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △263 △172

その他の包括利益合計 △263 △172

四半期包括利益 3,149 1,416

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,149 1,416

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,382 1,487

減価償却費 541 545

投資損失引当金の増減額（△は減少） 14 ―

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3,050 △1,273

賞与引当金の増減額（△は減少） △461 △454

ポイント引当金の増減額（△は減少） 100 40

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △8,225 △7,667

受取利息及び受取配当金 △14 △6

営業貸付金の増減額（△は増加） △2,453 △7,192

割賦売掛金の増減額（△は増加） 2,071 1,236

その他営業債権の増減額（△は増加） 126 2

買取債権の増減額（△は増加） 276 △60

破産更生債権等の増減額（△は増加） 413 563

営業保証金等の増減額（△は増加） △7 21

その他の流動資産の増減額（△は増加） △620 △2,814

その他の流動負債の増減額（△は減少） 661 △539

その他 9 123

小計 △7,234 △15,988

利息及び配当金の受取額 14 6

法人税等の支払額 △350 △53

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,570 △16,034

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △117 △193

無形固定資産の取得による支出 △630 △255

投資有価証券の取得による支出 △140 △2,175

その他 △40 △347

投資活動によるキャッシュ・フロー △927 △2,971

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 174,140 280,540

短期借入金の返済による支出 △166,270 △281,220

長期借入れによる収入 ― 25,300

長期借入金の返済による支出 △686 △2,308

社債の償還による支出 △15,000 ―

株式の発行による収入 5 25

自己株式の取得による支出 △0 ―

その他の支出 △29 △32

財務活動によるキャッシュ・フロー △7,841 22,304

現金及び現金同等物に係る換算差額 28 △59

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △16,311 3,238

現金及び現金同等物の期首残高 52,586 39,906

現金及び現金同等物の四半期末残高 36,274 43,144
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（重要な後発事象）

　 該当事項はありません。
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